
◆ 生活経済常任委員会委員長（小川義昭君） 

生活経済常任委員会の行政視察報告を申し上げます。 

当委員会は、去る７月 10 日から 12 日の３日間にわたり、大阪府岸和田市、 

兵庫県豊岡市、京都府宮津市を視察研修してまいりました。 

まず、岸和田市の石畳と淡い街灯まちづくり事業について申し上げます。 

岸和田市では、橋下前大阪府知事が掲げた大阪ミュージアム構想のモデル地 

区として大阪府の支援を受け、行政と住民が一体となり、地域資源の魅力を発 

掘し、歴史的・文化的な資源を生かした景観づくりやにぎわいづくりなど、継 

続的なまちづくりに取り組むことにより、地域の魅力を全国に発信し、交流の 

促進を図っています。 

岸和田市は、江戸時代より城下町として栄え、岸和田だんじり祭と同様に、 

岸和田城などの歴史資源も継承してきました。岸和田城は市街地にありながら 

周囲に堀を有し、貴重な水辺空間として市民に親しまれているものであります。 

しかし、岸和田城を初めとした周辺の整備が進んでいなかったこともあり、 

観光地としての情報発信がなされていませんでした。この石畳と淡い街灯まち 

づくり事業により、岸和田城周辺の魅力的な地域資源を再発見しようと取り組 

まれたものであります。 

取り組みとしては、岸和田城周辺の砂地であった堀端を石畳化し、天守閣入 

り口への段差をなくすことで車いすの方が入りやすくなるなど、城へのアクセ 

スの向上を図り、城内の本丸広場の草むらだったところは散歩道として舗装し、 

季節を通じて花が咲くように植栽に工夫が施されていました。 

また、市民の目線で観光案内を行うため、まちづくり協議会と協議し、岸和 

田城周辺の歴史的資源や近代的建築物など 33カ所には、中国語や韓国語など４ 

カ国語で表記された観光情報案内板や解説板を設置するとともに、地図表示を 

することにより、観光行動のサポートが行われています。 

事業の実施に当たり、地域住民との連携が重要であるため、事業に先立ち、 

岸和田城周辺まちづくり協議会を発足し、地元意見の集約・整理、具体的な計 

画など、住民と情報を共有し一元化を図りました。 

それにより住民意識が高まり、歴史的な町並みの保全を目的とした住民団体 

により、景観にそぐわないトタンやブロック塀を板塀で覆う板塀プロジェクト 

が実施されるなど、住民のまちづくりや景観への意識向上につながっています。 

このような地元住民のまちづくり意識の高揚により、市と地元団体との協働 

が確立され、この機運や活動を継続的に続けていくためには核となるまちづく 

りプランナーの育成が必要です。 

今後は、まちづくりの核となる団体みずからが自主財源を確保し、活動を行



っていくことが大切であり、行政は側面から支援していきたいとのことでした。 

次に、山陰海岸ジオパークについてであります。 

このジオパークは３府県３市３町で構成されており、平成 19年にジオパーク 

推進協議会を設立し、平成 20年７月に世界ジオパークの国内候補地として申請 

を行いましたが、ストーリーができていないという理由と広域に及ぶ地域であ 

るため推進協議会が機能するかが疑問視され、第１回目には認定されなかった 

経緯があります。 

その後、 指摘された事項を再点検し、 平成 20年 12 月には日本ジオパークに、 

平成 22 年 10 月には世界ジオパークに認定されました。このことからも、ジオ 

パークは地質資源が存在するだけではなく、一般の人にもわかるようなストー 

リーがあること、また地域としてそれをどれだけ大切にし、どのように活用し 

ていくかが重要であります。 

世界認定以降、旅行会社によるジオツアーが企画されており、豊岡市では昨 

年からジオツアーの助成制度を設け、15 名以上の団体がバスを借りて市内に宿 

泊し、指定施設でガイドを利用する場合はバスの借上料の半額、上限５万円を 

補助しており、昨年度 81件の申請があったことから、ジオパークによる地域活 

性化も図られています。 

また、ジオパークの認定は世界遺産と異なり永久のものではなく、活動を続 

けていくことが必要であり、保護・保全活動は行政と市民が一体となって行っ 

ていかなければならないという市民意識が芽生え、清掃活動など積極的な市民 

の協力があり、今後はまちづくり全体についても広げていきたいとのことでし 

た。

白山市においても、ジオサイトは市内に広く分布していることであり、市民 

と一体となって誘客を図るための智恵を出し合い、それぞれの地域の活性化に 

つなげる努力をしていく必要があると思います。 

以上のほか、京都府宮津市では新たな産業起こしとして市内の放置竹林を整 

備し、竹を含めた木質などを利用したバイオマスタウン構想について視察して 

まいりました。 

以上、大まかに行政視察の報告を申し上げましたが、詳細な資料につきまし 

ては事務局に保管してありますので、御一読いただきますようお願い申し上げ、 

生活経済常任委員会の行政視察報告を終わります。


